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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月22日(2011.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の識別情報を所定順で可変表示を行うことが可能な可変表示装置を含み、前記
可変表示装置の表示結果があらかじめ定められた特定表示態様となったことを条件に遊技
者にとって有利な特定遊技状態に制御可能となる遊技機であって、
　遊技の進行を制御するとともに、遊技の進行に応じて少なくとも識別情報の可変表示時
間を指定する可変表示制御信号を送信する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信される可変表示制御信号ごとに特定される識別情報の可変表
示時間にもとづいて前記可変表示装置を制御して、識別情報を可変表示させることが可能
な表示制御手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　電力供給が停止したときに、バックアップフラグをバックアップ記憶手段に設定する処
理と、前記バックアップ記憶手段の記憶内容が正常か否かの判定に用いるチェックデータ
を作成して前記バックアップ記憶手段に記憶させる処理とを含む電源断時処理を実行し、
　電力供給が開始されたときに、前記バックアップ記憶手段に前記バックアップフラグが
記憶されていたことを条件に、前記バックアップ記憶手段に記憶されているチェックデー
タが正常か否か判定することによって前記バックアップ記憶手段の記憶内容が正常か否か
を判定する処理を実行し、前記バックアップ記憶手段の記憶内容が正常であったときに制
御状態を電源断時の状態に戻すための復旧処理を実行し、前記バックアップ記憶手段に前
記バックアップフラグが記憶されていないときには、前記チェックデータにもとづいて前
記バックアップ記憶手段の記憶内容が正常か否かを判定する処理を実行せずに前記バック
アップ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行し、
　前記表示制御手段は、一の可変表示制御信号の受信に応じて識別情報を可変表示させる
場合に、あらかじめ定められた特定時点にて、表示される識別情報を前記所定順に従うこ
となく何れか他の識別情報に差替える表示制御を行った後リーチ態様を表示させることが
可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明による遊技機は、複数種類の識別情報を所定順で可変表示を行うことが可能な可
変表示装置を含み、可変表示装置の表示結果があらかじめ定められた特定表示態様となっ
たことを条件に遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御可能となる遊技機であって、遊
技の進行を制御するとともに、遊技の進行に応じて少なくとも識別情報の可変表示時間を
指定する可変表示制御信号を送信する遊技制御手段と、遊技制御手段から送信される可変
表示制御信号ごとに特定される識別情報の可変表示時間にもとづいて可変表示装置を制御
して、識別情報を可変表示させることが可能な表示制御手段とを備え、遊技制御手段が、
電力供給が停止したときに、バックアップフラグをバックアップ記憶手段に設定する処理
と、バックアップ記憶手段の記憶内容が正常か否かの判定に用いるチェックデータを作成
してバックアップ記憶手段に記憶させる処理とを含む電源断時処理を実行し、電力供給が
開始されたときに、バックアップ記憶手段にバックアップフラグが記憶されていたことを
条件に、バックアップ記憶手段に記憶されているチェックデータが正常か否か判定するこ
とによってバックアップ記憶手段の記憶内容が正常か否かを判定する処理を実行し、バッ
クアップ記憶手段の記憶内容が正常であったときに制御状態を電源断時の状態に戻すため
の復旧処理を実行し、バックアップ記憶手段にバックアップフラグが記憶されていないと
きには、チェックデータにもとづいてバックアップ記憶手段の記憶内容が正常か否かを判
定する処理を実行せずにバックアップ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行
し、表示制御手段が、一の可変表示制御信号の受信に応じて識別情報を可変表示させる場
合に、あらかじめ定められた特定時点にて、表示される識別情報を所定順に従うことなく
何れか他の識別情報に差替える表示制御を行った後リーチ態様を表示させることが可能で
あることを特徴とするものである。
　そのような構成により、表示制御手段が、一の可変表示制御信号の受信に応じて識別情
報を可変表示させる場合に、あらかじめ定められた特定時点にて、表示される識別情報を
所定順に従うことなく何れか他の識別情報に差替える表示制御を行うことを特徴とするの
で、特定期間内の移行数が異なる演出を同じ可変表示制御信号にもとづいて実行すること
ができるようになる。従って、可変表示制御信号の数を減らすことができる。
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